
「北海道、日本海側は大雪の恐

れ！」という予報が１月、２月は、

新聞、テレビで何度も流されまし

た。

頻繁な大雪情報のため、注文電
ひんぱん

話の際にお見舞い下さる方も多く、

お心遣いに感謝しております。
こころづか

確かに、この数年雪がほとんど

ない冬だったことに比べると、久

しぶりに「本格的な冬が来た！」

という感じで、正月明けから１月

末までは、道路除雪が間に合わず、

村に通じる数本の道路が、すべて

ストップし、一時的に「村が孤立」
こ り つ

したことも数回ありました。

しかし、２月に入ってからは、前述のように「日本海側は大雪」の予報が何度も出たものの、幸い

当地には酷い降雪はなく、朝に除雪機を動かす必要はありませんでした。
ひ ど

３月に入ると、いよいよお米作りの作業が始まります。種籾は、すでに農協から配られて倉庫に山
たねもみ く ば

になっています。

我が農舎の場合は、農薬を原則的に使わない農法ですから、この種籾を農薬を投入した薬槽にドボ
や く そ う

ンと放り込んで殺菌処理する、という一般栽培の軽便な作業手順から比べると、一手間も、二手間も
けいべん ひ と て ま ふ た て ま

加えなくてはなりません。

改良に改良を重ねた手作りの温湯殺菌装置が今年もうまく機能するのか、ボイラーや温度センサー
お ん と う さ っ き ん き の う

などの確認をそろそろ始めねばならないと、愉しんでいるところです。
た の

表のページには、自宅の玄関前の雪の山を紹介しましたが、左の写真は作業倉庫の雪の状態です。

この雪の山は、除雪した雪を集めた雪の山ではなくて、屋根から落ちた雪の山です。

雪の山は３㍍を超え、雪害予防のために設けた高窓
こ も う たかまど

が半分ほど埋まり、ガラスが割れる恐れが出ています。
う

倉庫が大きく、屋根が長いため、このような状態に

なってしまうのです。

大雪の数日後に、気温が上がると、屋根の雪が滑り
すべ

出し、落雪の直撃を受け、怪我や死亡した知人が何人
け が

もおりますし、普段雪国で暮らしているのに油断して
ゆ だ ん

車のボンネットや屋根を壊す事例は、数多です。
こ わ あ ま た

雪国へ旅行の時は愛車を壊さないようにご注意の程。
こ わ

ところで、この倉庫の写真の右側にポプラ並木が少

し写っていますが、このポプラは５０年前に我が村の

造成時に植えられたもので、樹高が２０㍍余りに達した高

木です。

先日倉庫を訪れ、車を止め、見上ると、巨大な鳥がその

ポプラの樹上に羽を休めているではありませんか。
じゅじょう

余りにも大きな姿に驚き、車の中でスマホのカメラをセッ

トして、降りてすぐさまシャッターを押しました。

２枚押した時、予想通りに飛び去りましたが、羽を広げ

た状態では２㍍を超えると見られる巨鳥です。
こ

早速、友人にその写真を見せたところ「これは間違いな

くオジロワシだ。」「村の田んぼの防風林に時々飛来する

が、最近では珍しい。」と言う。

調べてみると、オジロワシは、「絶滅危惧Ⅱ類（環境省第4次レッドリスト）ヨーロッパ、西アジ
ぜ つ め つ き ぐ

ア、東アジアに分布、極東における繁殖地はカムチャツカ半島、サハリン、北海道等。北海道と本州

北部で越冬するオジロワシは約700～900羽」

スマホのカメラで３０㍍余り先を撮ったため、鮮明ではないのが残念だが、宝くじにでも当たった
と

ような・・・得をしたような・・・よい気分に浸れ、また、農薬を減らすなど環境に配慮した農業生
ひ た

産の大切さを再認識した次第です。

提 携 米 通 信
202２年3月号・黒瀬農舎

Rice Lodge Ogata

★電話は土日祝日も含めて朝８時～夜８時頃まで対応致します（自宅兼事務所）。但し、電話受付の専任ス
タッフはいないため田圃や倉庫作業、外出の時は留守番電話対応となります。ご了承お願いします。

また、メールもぜひご利用下さい。なおメールは原則すべて返信していますので、返信メールが届かない
際は自動的に迷惑メールとなっている可能性があります。迷惑メールやメールの設定をご確認下さい。
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雪 国 ・ 秋 田 の 冬 の 風 景 あ れ こ れ

邦美丸さんの焼き海苔 (全形10枚/袋入)

お餅などと一緒に年末だけ販売していた「焼き海苔」。皆さんからの要望が多く今年から1年を通

して販売します。お米のご注文の際に一緒に注文可能です。（品切れの際はゴメンナサイ）

また、定期購入のお米と一緒に毎回お届けも可能ですので、ご希望があればお知らせ下さい。

郵便局のシステム改悪（お米代金などの送金用紙の取扱い）

① 送金手数料は、当方が負担しますので従来同様に無料です。 ② 郵便局は１月１７日よりシステム改悪し、

この送金手数料とは別に、窓口での「現金取扱い手数料（１１０円）」を払い込み人様から徴収することになり

ました。 ③ ＡＴＭを使って自分のゆうちょ口座から振り替え送金する場合や、コンビニで送金される場合は、

今までと同様、この現金取扱い手数料は不要です。

「雪見舞い」感謝！ でも、雪害は今のところ発生しておりません。

落雪ご注意下さい。
雪国に住み慣れた者でも、屋根の落雪に巻き込まれ

る失敗は、よくあります。融けかけてから再び凍っ
た落雪は岩石並みの威力。 2022.2.20撮影

２月末の我が農舎玄関先の風景

１月中に玄関前や道路に降った雪を、除雪機で集めた「雪の山」です。
トラックを持ち出し、排雪場に移さないと、次の除雪が出来ない・・・

と心を痛めていましたが、その後降雪が少なく、そのままです。
でも、今年は、気温が低く、集めた雪は、ほとんど融けず、雪の山は

１ヶ月で５０センチほど低くなっただけで、近年では珍しい背だけを超
える雪山です。また、豪雪不安は３月中頃までは残ります。

オジロワシを見つけた！ 2022.2.14撮影

日本に１０００羽足らずと言う巨大な珍鳥に遭
遇し感激。２０㍍のポプラ上に羽を休める姿。
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